
 

 

（執筆者）北野浩一 
「開発途上国のファミリービジネス」研究会（主査：星野妙子）「開発途上国のファミリービジネス」研究会（主査：星野妙子）「開発途上国のファミリービジネス」研究会（主査：星野妙子）「開発途上国のファミリービジネス」研究会（主査：星野妙子）    

第１回研究会第１回研究会第１回研究会第１回研究会    議事録議事録議事録議事録    
 

Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．Ⅰ．    日時日時日時日時  平成１４年 ４月２０日 １５時～１９時 
Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．Ⅱ．    場所場所場所場所  中央大学 市ヶ谷キャンパス 1210会議室 
Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．Ⅲ．    出席者出席者出席者出席者 （内部）星野妙子、北野浩一、坂口安紀、川上桃子、佐藤百合、安部誠、 
     渡邊真理子、川上桃子、東茂樹、渡邉真理子 
    （外部）小池洋一、末廣昭、竹内恒理 
   欠席者欠席者欠席者欠席者  近田亮平 
Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．Ⅳ．    配布資料配布資料配布資料配布資料  

・ 「開発途上国のファミリービジネス」研究会のねらいと今後の予定（星野） 
・ 安岡重明「同族企業における所有と経営」（国連大学） 
・ 橋本寿朗「安岡重明箸『財閥経営の歴史的研究― 

 所有と経営の国際比較』」（書評）『経済史研究』第４号、2000年 3月 
・ 末廣ファイルより：タイのビジネスグループ・データ５枚 
・ 「タイ、開発途上国のファミリービジネス：データベースをどう構築するか」 

     （末廣委員 レジュメ） 
 
Ⅴ．Ⅴ．Ⅴ．Ⅴ．    議題１．研究会の目的と年間計画議題１．研究会の目的と年間計画議題１．研究会の目的と年間計画議題１．研究会の目的と年間計画    
 本研究会では、①開発途上国ではなぜファミリービジネス（FB）が支配的なのか？②企
業モデルとして合理性があり、③合理性は開発途上国というビジネスが置かれた環境と関

わっているのではないか？という三つの課題について、研究を行う。 
①については、FB が「支配的」かどうかの規準、FB への経済グローバル化の影響、類

型化の問題、が論点となる。②では途上国企業の所有と経営、コーポレート・ガバナンス

における特性が指摘された。③に関しては、FB の再生産を促す要因として、（ア）経済発
展段階との整合性、（イ）家族制度、（ウ）会社制度、（エ）税制度（政治体制）があげられ

た。 
１年間の研究会計画は、 
６月 15日（土）中央大学（市ヶ谷） 中村尚史 氏 「日本の財閥」 
７月 13日（土）IDE  星野、小池、末廣委員による、FBの関心について議論。 
 各委員 関心事項をまとめる（A4 １ページ程度） 
８月９日（金）IDE 小池委員 ブラジルのデータ状況、ファミリーのプロフィール 
９月 28日（土）市ヶ谷 北野委員 チリの  〃 
10月 19日（土）市ヶ谷 星野主査 「メキシコ企業の所有と経営」 
11月 10日（土）市ヶ谷 竹内委員  



 

 

アルゼンチンのデータ状況、ファミリーのプロフィール 
12月（未定） 市ヶ谷 佐藤委員 インドネシアの企業 

        Kou 先生 韓国の企業 
 １月 11日（土）IDE 坂口委員 ベネズエラのデータ状況、ファミリーのプロフィール 
        川上委員 台湾の 〃 
 ２月 22日（土）IDE 全体ディスカッション 
  
 [質疑] 
・ファミリービジネスをどう捉えるか：オーナー企業との違いは企業経営にファミリーが

主体的に関わるか、また資産相続という点で異なる。７月研究会で概念の明確化。 
・研究アプローチ：FB研究では、上場企業に限定してデータからグループ化を行うか、あ
るいは、既にある企業グループ分類に基づいてそれを時系列で分析するか、の２つの方法

がある。データ・アベイラビリティに依存するが、本研究会では後者が適当か。 
・既出の研究では所有に関するものが多い。本研究会では特に経営の側面に注目する。 
・年間計画： 成果物は年度末の調査報告書（資料・データ集）。委員の報告は、各担当国

の資料状況、FBのプロフィールについて紹介。 
 
    議題２．「タイ、開発途上国のファミリービジネス：データベースをどう構築するか？」議題２．「タイ、開発途上国のファミリービジネス：データベースをどう構築するか？」議題２．「タイ、開発途上国のファミリービジネス：データベースをどう構築するか？」議題２．「タイ、開発途上国のファミリービジネス：データベースをどう構築するか？」    
 報告：末廣昭 委員 
[報告要旨] （詳細はレジュメ参照） 
・・・・タイの 200家族・企業グループの基本データ作成要領 
・200家族の検出のためのデータベース作成 
・総合順位別グループの検出（1997年規準年）、（2000年規準年） 
・200家族・企業グループの基本データ（グループ名、所有主家族の英語名、タイ語名、華

語名、事業基盤など） 
・エクセルによるグループ毎のサンプル（SPIグループと BECワールド） 
・ファイルメーカーによるグループ毎のデータベース化 
・中国名の表記 
・上場企業の取り消し一覧 
    
[質疑] 
・グループ名と企業名の違い：グループ名は一般に使用されているもの。グループ企業の

アイデンティフィケーションは末廣が企業データに基づき分類。 
・産業分類：分析に用いやすいように ISICとは異なる分類を作成。工業を細分類化。 
・企業金融：タイの企業は内部留保の役割が大きい。しだいに間接金融、直接金融へとシ

フト。 



 

 

・寡占の概念：FB は、「財閥」とは違い企業規模とは別概念。主に、家業の継承の分析が
目的。 
・FB後継者：外部経営者の任命には消極的。ファミリー外部者に対する不信感やファミリ
ー・メンバーの後継者の経営能力向上が要因。また、CEOはファミリー・メンバーであっ
ても、ラインのトップは高学歴である場合が多い。 
    
Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．Ⅵ．    次回予定次回予定次回予定次回予定    
 日時  ６月１５日 
 議題： 「日本の財閥」 講師：中村尚史氏（東京大学 社会科学研究所） 


